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活動報告



１）国協議会タスクフォース
がん医療の均てん化・集約化に関する議論を推進する場として設置

２）経過
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2025年7月11日 第18回都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会にて承認を得て
タスクフォースを設置

2025年9月11日 公募により14名の構成員を任命

2025年10月1日
2026年1月7日

第1回タスクフォース会議 設置要綱の承認・意見交換
第2回タスクフォース会議 提言のとりまとめについて議論

2026年1月ー4月 提言書のとりまとめ、国協議会委員へ回覧

2026年5月28日 厚生労働省「第11回がん診療連携拠点病院等の指定要件に関する
ワーキンググループ」へ、国協議会からの提言スライドを提出

2026年6月-7月 「2040年に向けた、がん医療の均てん化・集約化に関する検討のまと
め」のとりまとめ、国協議会に答申
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■構成員（2025年10月～2026年9月） （敬称略）

1 田中洋史 新潟県立がんセンター新潟病院 管理部・院長 がん専門病院
2 石塚賢治 鹿児島大学病院 病院長、がん先端医療センター長 国立大学病院
3 山本一仁 愛知県がんセンター 病院長 がん専門病院
4 酒井リカ 神奈川県立がんセンター 病院長 がん専門病院
5 武藤学 京都大学医学部附属病院 腫瘍内科・教授/がんセンター長 国立大学病院
6 佐野武 がん研究会有明病院 病院長 がん専門病院
7 神宮啓一 東北大学病院 がんセンター長（放射線治療科長） 国立大学病院

8 永野浩昭 山口大学 消化器・腫瘍外科学講座 教授
腫瘍センター（附属病院）センター長 国立大学病院

9 松浦成昭 大阪国際がんセンター 総長 がん専門病院
10 加治正英 富山県立中央病院 外科・副院長 県立総合病院
11 馬場英司 九州大学病院 がんセンター ・ センター長 国立大学病院

12 岡本渉 広島大学病院 がん化学療法科・教授
がん治療センター・センター長 国立大学病院

13 市原英基 岡山大学病院 腫瘍センター・腫瘍センター長 国立大学病院
14 辻晃仁 香川大学医学部 臨床腫瘍学・教授 国立大学病院



2026年5月28日 厚生労働省
「第11回がん診療連携拠点病院等の指定要件に関するワーキンググループ」

へ提出
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タスクフォースからの提言
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2040年に向けた、がん医療の均てん化・集約化に関する検討のまとめ

国協議会ホームページ に掲載予定
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３）成果と課題

成果
•提言の取りまとめ、整備指針改定に向けた意見書を作成

課題
•整備指針改定案に、国協議会の役割として「各都道府県における持続可
能な医療提供体制の構築」等が新たに追加されることに伴い、対応について
検討する必要がある。
•各都道府県におけるがん医療の均てん化・集約化について、継続的に情報
共有や論点整理を行っていく必要がある。

想定される今後の検討事項
1.新・整備指針を踏まえた検討事項の整理
2.各都道府県、各都道府県協議会の活動等の情報共有
3.関連する厚労科研研究班、ならびに、国立がん研究センター等との連携
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がん医療の均てん化・集約化に
関するタスクフォースの継続について

都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会事務局
（国立がん研究センターがん対策研究所 がん医療支援部）
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４）提案
・提言書提出という当初の目的は達成したが、がん医療の均てん化・集約
化をめぐる課題に対応するために、タスクフォースを継続してはどうか。
＜タスクフォースの検討事項＞

・新･整備指針における国協議会における新たな役割への対応
・各都道府県の状況や課題についての議論
・国協議会での協議事項の提案

・現構成員の任期は2026年9月末までである。
・次期の構成員の体制を検討したい。
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5）今後の予定

2026年7月30日 第20回都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会
タスクフォースの継続の承認

2026年8月 構成員の公募 （重任を妨げない）
任期：2026年10月1日～2027年9月30日

2026年10月頃
～2027年7月頃

タスクフォース会議の開催
（会議2－3回程度・オンライン会議・1－1.5時間/回）

2027年7月 第21回都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会（予定）



6）タスクフォース構成員の選任 （重任を妨げない）
 公募による選任
【構成員】 国協議会委員、もしくは国協議会委員が推薦する者

応募者多数の場合は、地域や施設特性等を考慮して、選任する。
・各地方から１～２名程度
（北海道、東北、関東、東海・北陸、近畿、中国・四国、九州・沖縄）
・病院種別（がん専門病院、大学病院、総合病院）

•任期：1年間、謝金なし
【募集期間】 令和８年８月1日－８月３１日

• 必要に応じて、小児がん拠点病院連絡協議会、がんゲノム医療中核拠点病
院等に関する会議体、厚労科研研究班等からオブザーバーや参考人の参加を
求める。 12
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